
 

 

 

 

 

 

予告なし火災避難訓練 
 １/12（金）昼休みが終わる頃、予告なし

の火災避難訓練を実施しました。子どもた

ちは、突然鳴り響く火災報知器に驚いたも

のの、放送を冷静に聞き、約 3 分間で運動

場に集合することができました。これには、

消防署の方々も感心しておられました。「自

分で考えて行動する」「自分の命は自分で守

る」が実行できたことを嬉しく思います。 

 私は、子どもたちに羽田空港衝突事故の

話をしました。以下概要です。 

 消防署の方からは、ディズニ

ーランドの話をしていただき

ました。ディズニーランドでは、

年間 180 日、園内のどこかで

避難訓練を行っているのだそ

うです。危機管理の大切さを改

めて感じました。 

 能登半島地震の被害のニュースを目にすると、他人事ではないと思います。

我が家の備えは十分ではないな…私自身反省しました。今、やっておくべきこ

とを今月中に実行したいと考えています。 

 保護者・地域の皆様、ぜひ我が家の対策を見直してみませんか？ 
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災害はこのように予告なしで突然起こります。

だから、日頃から訓練が必要なのです。 

羽田空港での飛行機衝突事故で、日航機のお客

さんや乗務員全てが助かったのは、世界でも奇跡

だと言われています。これができたのは、日本航空

の「90秒ルール」※に向けた訓練が繰り返しなされ

ているからです。しかし、一人でも、乗務員の指示

に従わず、自分勝手な行動をするお客さんがいた

ら、被害者が出たかもしれません。自分の命を守る

行動は、人の命を守る行動にもつながります。  
※ 脱出用の出口が開いて 90秒以内に全員を避難させること 

□ 家具の置き方、工夫していますか？ 

□ 食料・飲料などの備蓄、十分ですか？ 

□ 非常用持ち出しバッグの準備、できていますか？ 

□ ご家族同士の安否確認方法、決まっていますか？ 

□ 避難場所や避難経路、確認していますか？ 

        災害が起きる前にできること | 首相官邸ホームページ (kantei.go.jp)参照 

消火器の使い方を指導

していただいた様子 

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html


たてわり班活動 

 １/16（火）朝の時間にたてわり班

での交流を行いました。 

各班「だるまさんが転んだ」「フル

ーツバスケット」「いす取りゲーム」

等で楽しく遊びました。 

 今年度は、朝の活動に、たてわり班

活動を仕組んで、異学年交流に力を

入れています。次回は、2月の「一輪

車棒リレー」の大会に向けて練習がスタートします。５・6年生を中心にまと

まって記録が伸びていくのを期待しています！ 

 

学校評価アンケートより 
 学校評価へのご協力ありがとうございました。 

 76名分の回答をいただきました。 

 子ども、保護者でギャップがあった

２つの回答を紹介します。 

右上の表は、家庭学習について質問

したものです。92％の子どもたちが

「集中して取り組んでいる」と答えて

います。一方、家の人の評価は 68％と

それほど高くありません。2/13～19

は「スタディーウィーク」もあります。

ご家庭で、ぜひ話題にして、改善策を

話し合ってください。 

同様に、右下の表は、あいさつの様

子を質問していますが、子どもたちが

思っているほど、家の人はできている

と感じていないことが分かります。 

 このアンケートは 12月に実施したものです。実は、3学期になって、子ど

もたちの朝のあいさつが落ち込んでいると感じます。ご家庭、地域での様子は

いかがでしょう。「おはようございます」「行ってきます」のあいさつを 自分

から進んで 相手の目を見て 気持ちの良い声で できているでしょうか？ 

 学校では、バスを降りて整列して「ありがとうございました。行ってきます」

とみんなであいさつをする仕組みをつくりました。バスの運転手さんや地域

の方々には、「あいさつする子としない子がいたので、この仕組みはいい！」

と好評です。また、あいさつの様子を動画撮影して、客観的に自分たちの普段

の姿を見て考えさせて「あいさつ強化」を図っています。 

学校評価アンケートの結果は、後日、まとめ

てお知らせします。 


